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（高齢化率）は 2018 年 10 月 1 日時点で 28.1％であり、世界的にみても高い
水準にある。一方、同時点で、15 歳以上の就業者と完全失業者をあわせた労働
力人口の総数に占める 65 歳以上の割合は 12.8％であり、近年、上昇傾向にあ




























SECA は、主として環境カウンセラーが活動を行うための団体の 1 つである。
1999（平成 11）年に任意団体として創立された後、2005（平成 17）年に NPO
法人化された[4,5]。SECA 事務局によると、会員数は、アンケートを実施した
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ウンセラー登録簿」に登録されている。環境カウンセラーが組織する団体（任意




2.3 エコアクション 21 地方事務局の運営 





Promoting Sustainable Societies（IPSuS））がエコアクション 21 中央事務局
を運営し、各地域においては種々の団体が地域事務局を運営している[11,12]。



















文に記載例を付した。質問 1 及び 2 は、アンケート回答者の基礎データとして、
年齢層及び性別の分布状況を把握するための質問である。質問 3 及び 4 では、
アンケート回答者の就業経験の有無及びその形態を把握するために、現在及び
過去の就業状況を質問した。質問 5 及び 6 では、なぜ、どのように NPO 活動
に参加したのかを把握するために、SECA への入会の動機及び SECA を知った
手段を質問した。質問 7 及び 8 は、アンケート回答者が既に有していた能力の
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表 1 アンケート項目 
番号 質問内容 
質問 1 年齢層を教えて下さい。［記載例：40 歳代、50 歳代、など］ 
質問 2 性別を教えて下さい。［記載例：男性、女性］ 
質問 3 SECA 以外で、現在の主な就業状況を教えて下さい。［記載例：正規雇用、
非正規雇用（パート、アルバイト含む）、自営、なし、など］ 
質問 4 SECA 以外で、過去の主な就業状況を教えて下さい。［記載例：正規雇用、
非正規雇用（パート、アルバイト含む）、自営、なし、など］ 
質問 5 SECA への入会の動機を教えて下さい。［記載例：環境に関わる仕事に従事
している、定年のため時間が余った、など］ 
質問 6 SECA への入会にあたり、SECA を知った手段を教えて下さい。［記載例：
知人の勧誘、NPO 法人のホームページをみた、広報で SECA を知った、など］ 
質問 7 入会前に身につけていた知識や能力のうち、どのような知識や能力を SECA
で活かすことができていると思いますか。できるだけ記載して下さい。なけ
れば「なし」と記載して下さい。 






アンケート回答者の年齢層及び性別について、図 1 及び表 2 に示した。図 1(a)
より、回答者の性別の内訳は、女性 33％、男性 67％であった。図 1(b)より、
全体を年齢層別にみると、30 歳代以外の者は全て 60 歳以上であった。占有率
の高さでは、70 歳代が 56％で最も多く、次いで 60 歳代が 22％、80 歳代が 17％
であった。60 歳以上の中でも比較的に若い 60 歳代が最多ではなかった。さら
に性別で分けても、図 1(c)より男性で 70 歳代が 58％で最も高く、図 1(d)より









図 1 回答者の年齢層及び性別 
 
表 2 回答者の年齢層及び性別 
年齢層 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 計
女性 1 0 0 1 3 1 6
男性 0 0 0 3 7 2 12
計 1 0 0 4 10 3 18  
 




図 2 に示した。まず、図 2 より、回答者の 61％は何らかの形態で就業し、39％
は就業していないことが分かった。就業形態では、重複を考慮すると、自営業





図 2 現在の就業状況（全体） 
 
正規及び非正規の雇用は年齢と関係するため、次に年齢層別の就業状況を表
3 に示した。年齢層別にみると、現在、自営業に従事する者は 70 歳代及び 80
歳代であり、60 歳代にはいなかった。逆に、表 3 より、正規または非正規雇用
について、60 歳代では 75％（4 人中 3 人）であるのに対して、70 歳代では 10％
（10 人中 1 人）である。対象者が少ない中での推測ではあるが、60 歳代では
正規雇用及び非正規雇用の機会があり、優先的に選択していると考えられる。













30歳代 0 0 0 0 1 1
60歳代 1 2 0 0 1 4
70歳代 0 1 1 4 4 10
80歳代 0 0 0 2 1 3
計 1 3 1 6 7 18  
 






女性 1 0 1 0 4 6
男性 0 3 0 6 3 12
































図 3 過去の就業状況（全体） 
 
次に、年齢層別の過去の就業状況を表 5 に示した。図 3 において最も比率が
高かった、正規雇用だけを経験した者は、年齢層別でみると、60 歳代で 50％
（4 人中 2 人）、70 歳代で 60％（10 人中 6 人）、80 歳代で 33％（3 人中 1 人）
であることが分かった。正規雇用と併せたキャリアをみると、正規雇用＋非正
規雇用は 30 歳代、60 歳代、70 歳代であるのに対して、正規雇用＋自営業は
10 
70 歳代と 80 歳代であった。ここでも、比較的に若い年齢層において非正規雇
用の機会があれば、自営業よりも優先的に選択する傾向がみられた。 
 













30歳代 0 1 0 0 0 0 1
60歳代 2 1 1 0 0 0 4
70歳代 6 1 0 1 1 1 10
80歳代 1 0 0 2 0 0 3
計 9 3 1 3 1 1 18  
 











女性 3 2 0 0 0 1 6
男性 6 1 1 3 1 0 12
計 9 3 1 3 1 1 18  
 











環境 NPO におけるシニア人材のキャリア構造と能力活用に関する事例研究 
11 
 
図 4 回答者の過去と現在の就業状況の関係 
 
4.4 入会の動機及び手段 
















図 5 SECA への入会の動機 
 
 
図 6 SECA を知った手段 
 





ラーに関しては、2017 年の第 193 回国会環境委員会において、環境カウンセ































図 8 NPO 活動で向上させることができた知識や能力 
 



















ト調査を行い考察した。その結果、会員は 60 歳以上が多くを占め、特に 70 歳
代が中心的な組織であることが分かった。就業状況の結果から、現在でも全体
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